


































































単元名 時間 おもな単元のねらい おもな教材 学習方法
藁 一遍はなぜ全国を歩いたの 12 ･一遍の生き方を通して, 一遍聖絵,文書 模写,集団思考
践例1 か? 中世社会に生きる人々の思いや願いをつかみ,自分の言葉で表現で 〇･中世社会の時代的特徴を歴史的事象にもとづいて説明できる○ 資料
実 近代化の光と影 6 ･松木村の事例から,近代 教師が撮影した 集団思考
といった視点で見ていただけると幸いである｡
いずれにしても,生徒がひとつの歴史事象や史
料 を核 として,ある時期の社会の有 り様をつか
んでいくという学習のようすがおわか りいただ
けると思う｡










































































































































































































































































































































































































































第 26号 神奈川大学心理 ･教育研究論集
ることであろう｡しかし,それを打破する取組
は極端に少ないと言える｡私は実践を通 して生
徒に ｢歴史は暗記物でない｣ということを伝え
ている｡生徒は ｢一遍｣や ｢松木村｣について
の単元学習を積み重ねることで,｢歴史ってお
もしろい｣とか ｢歴史はわからないことだらけ
で,でも,そこが魅力だ｣といった感想をもつ
ようになる｡
現在私が担当している中学一年生に尋ねたと
ころ,｢歴史は追究するところが好き｣という
生徒が極めて多かった｡みんなで話 しあうこと
辛,調べること,がおもしろいという意見も多
数あった｡
｢単元化する｣ということは,総体として歴
史を捉えるということであり,そこに追究すべ
き課題があるということである｡通常,どうし
ても歴史事象を時代順に沿って並べ,それを原
因と結果の因果で結んでいくという授業になり
やすい｡それでは,一本の線のような歴史にな
ってしまう｡単元化すると,例えば,事例 1の
一遍の場合で言うと,一遍が歩いたのはなぜか
を追究しながら,当時の交通,流通,鎌倉新仏
教はもちろん,そこに見える人々のくらし,読
士の館の絵からは武士のくらし,川を挟んで対
立する勢力のあること,京の町に集まった人々,
そこまで考えてくればそのころの政治や経済の
ことが気になってくる｡こうした学習内容を全
部取 り込んだ雪だるまのようなイメージを生徒
にぶつけていくことで,学習に深みが生まれ,
謎を解 く楽 しさが生まれるのである｡だから,
生徒が自分なりのテーマをもって学習に取 り組
めるようになるのである｡そして,課題を解い
ていく過程で作業や討論,調べ,発表といった
多様な学習方法を混ぜることが可能になる｡
学習活動の必然性が増すと言ってもよい｡
おわりに
単元化は社会科 (歴史)を,生徒が思考する
教科にし,生徒に学ぶ楽しみを体験させる学習
にする｡ くりかえLになるが,断片的な知識
(というより多 くは単なる歴史的名辞と年号)
を一方的に教え込む (実は無理やり覚え込ませ
る)授業では,少しも楽しい授業にならない｡
中学や高校の時,歴史が最も嫌いだったけど,
大人になって歴史が大好きになったという人は
大勢いる｡それもそのはずである｡生徒にとっ
て脈絡のない単語の羅列を,一本調子の講義と
板書で詰め込まされていたら,だれでも嫌いに
なるにきまっている｡そうならないために,単
元化が必要なのである｡
さらに,思考する授業を作るためには,生徒
が ｢考えてみたい｣と思わなければならないの
であり,生徒が思考することを ｢楽しい｣と思
わなければ思考する社会科にならない｡今話題
になっている読解力 (-テキス トをじっくり読
み解 く力)をつける上でも,単元化 し,思考す
る場面を仕掛ける授業が最も有効である｡テキ
ス ト (図像も含む)をじっくり読み解き,考え,
意見を述べ,記述 し,さらに,まとめるという
活動を繰 り返していけば (事例はふたつともテ
キス トの読みが核となっている),自ずと読み
の力は高まるのである｡
｢思考｣にしても ｢読解｣にしても,ちょこ
ちょこっとできるタイプの学習活動ではない｡
かなりの時間が必要である｡そして,この場合,
社会科の得意な子も苦手な子も教室の生徒全員
が ｢読めて,考えられる｣材料 (-教材)を提
供 してやることが教師の力量ともいえる｡｢一
遍聖絵｣や ｢松木村の墓の写真｣などは,その
例としていささか自信のある教材である｡
ところで,｢ゆとり教育｣の弊害が言われる
昨今であるが,読解力を高めるには ｢ゆとりの
時間｣が必要なのだという単純な事実すら理解
できない人々が教育を語っているのは,いった
いどういうことなのであろうか｡
私が追究している単元学習,すなわち ｢生徒
が思考し,活動 し,表現する授業｣に問題点が
あるとすれば,それは生徒が何を学んでいるの
か,ややぼやけてしまう場合があるということ
と,いわゆる歴史的名辞の丸暗記的知識につい
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ては,覚えるのにやや効率が悪いという2点で
あろう｡ しか し,それらについても,アルバム
シー トの活用でかなりの部分は補えるし,主た
る教材である教科書をうまく活用すれば,なん
ら問題はないと思っている｡
このように,生徒が思考 したり,活動 したり,
表現 した りするためには授業の単元化が不可欠
である｡そうすることで,生徒が学ぶべ き内容
や歴史的なものの見方考え方の トレーニング,
資料の読解力など,身につけるべ き内容や方法
も盛 り込んで,学習対象としての単元が構築で
きるのである｡
私はこれまでにも,数多 く単元化 した実践を
行ってきた｡そ して,まだまだいろいろな単元
を考えている｡例えば,河井継之助を中心に日
本の近代 を単元化 してみる,武士のはじまりか
ら終蔦までを大 きくひとまとまりにして-単元
とする等である｡江戸の庶民の くらしや,昭和
の庶民の くらし,現代の団地の くらし,いろい
ろな単元が頭をよぎっている｡
こうしたアイディアを実際の授業にし,子 ど
もとともに学ぶことこそが社会科教師の喜びな
のである｡ 日本中のあちこちの教室で,単元化
された歴史学習が展開されることを願って止 ま
ない｡
言主
1)F全国中学校社会科研究大会横浜大会研究紀
要』に詳述 しているが,｢アルバムシー ト｣
とは,画用紙を八つ折 りにして折 り目をつけ
て,それぞれのマスに授業での学習の軌跡を
記録していくシー トである｡
2)平成十五年度 『教育課程実施状況調査』(国
立教育政策研究所)によれば,鎌倉幕府を開
いた人物が源頼朝であると解答できた生徒の
割合は,半分に満たない｡
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歴史の授業を単元化する
